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2はじめに

◼ 第34回本小委員会（2022年12月14日）において、2026年度までに系統混雑は発生するものの、混雑発生
初期は影響が小さく、需給調整市場における各種課題※への対応が可能な見通しである旨をお示しした。

◼ このため、基幹系・ローカル系問わずノンファーム電源の需給調整市場への参加については、2024年度から当面
（2026年度程度まで）は認めることとし、2027年度以降の対応については、混雑見通し等を踏まえつつ、別途
検討するとしていたところ。

◼ また、第70回広域系統整備委員会（2023年9月22日）において、2028年度の混雑想定結果（運用対策を
反映した2027年度分含む）が示されたところ。

◼ このため、2027年度および2028年度の最新の混雑想定結果に基づいた、需給調整市場における対応について
検討を行ったため、ご議論いただきたい。

※ 「①混雑処理用ΔkWの確保」「②需給調整用ΔkWの不足」双方の課題への対応（付随論点である混雑発生時の代替ΔkWの
確保主体および費用負担の在り方については、第75回制度検討作業部会（2023年1月27日）において整理済み）



3（参考） 需給調整市場における検討課題について

出所）第49回需給調整市場検討小委員会（2024年7月30日）参考資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_49_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_49_haifu.html
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5
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6これまでの混雑見通しと混雑発生時の対応について

◼ 第34回需給調整市場検討小委員会（2022年12月14日）において、2026年度までは系統混雑自体は発生
するものの、影響は小さく混雑処理は可能であり、ノンファーム型接続が適用される電源について需給調整市場への
参加制限も実施しないことと整理した。

◼ また、第63回広域系統整備委員会（2022年9月21日）において、2027年度時点における混雑の想定結果が
示され、第72回制度検討作業部会（2022年11月30日）では、ノンファーム型接続が適用される電源について
容量市場へ参加を制限するほどの影響はないと評価された。

◼ その後、第70回広域系統整備委員会（2023年9月22日）において、運用対策等反映後の2027年度および
2028年度時点における混雑の想定結果が示され、第85回制度検討作業部会（2023年10月13日）では、
ノンファーム型接続が適用される電源について容量市場への参加を制限しないことが整理された。

対象年度 混雑見通し
容量市場の

混雑発生時対応
需給調整市場の
混雑発生時対応

～2026年度

第63回広域系統整備
委員会で結果提示

第34回本小委員会・第73回制度
検討作業部会においてノンファーム型
接続の参加を認めると整理済

2027年度
第72回制度検討作業部会
でノンファーム型接続の参加
を認めると整理済

今回の検討対象

2028年度
第70回広域系統整備
委員会で結果提示

第85回制度検討作業部会
でノンファーム型接続の参加
を認めると整理済



7（参考） 2026年度までの系統混雑発生時の需給調整市場の対応について

出所）第34回需給調整市場検討小委員会（2022年12月14日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html

出所）第73回制度検討作業部会（2022年12月21日）資料4をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/073_04_00.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/073_04_00.pdf


8

出所）第70回広域系統整備委員会（2023年9月22日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/seibi_70_shiryou.html

◼ 第63回広域系統整備委員会では2027年度時点における混雑の想定結果が示され、全国で複数エリアにおいて、
基幹系統・ローカル系統の両方で混雑が発生する見込み（100箇所以上）となっていた。

◼ この点、第70回広域系統整備委員会で運用対策等（N-1電制の本格適用等）を反映すると、混雑想定は
以下となることを確認した。

（参考） 2027年度における系統混雑の見通し

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/seibi_70_shiryou.html


9（参考） 2027年度における混雑を考慮した容量市場へのノンファーム電源の参加について

出所）第72回制度検討作業部会（2022年11月30日）資料5をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_05_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_05_00.pdf
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出所）第70回広域系統整備委員会（2023年9月22日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/seibi_70_shiryou.html

◼ 第70回広域系統整備委員会において、運用対策等（N-1電制の本格適用等）を反映した2028年度の混雑
想定は以下となることが示された。

◼ 一般送配電事業者による運用対策により、2027年度の想定と比較して混雑箇所が減少する見込みとなっている
ものの、基幹系統・ローカル系統の両方で一定程度混雑が発生する見込み。

（参考） 2028年度における系統混雑の見通し

https://www.occto.or.jp/iinkai/kouikikeitouseibi/2023/seibi_70_shiryou.html


11（参考） 2028年度における混雑を考慮した容量市場へのノンファーム電源の参加について

出所）第85回制度検討作業部会（2023年10月13日）資料4をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/085_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/085_04_00.pdf
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13系統混雑発生時の需給調整市場における検討項目について

◼ 第34回本小委員会においてお示しした通り、需給調整市場において検討すべき項目は下表の通りとなる。

◼ このうち、「課題②-2」については第75回制度検討作業部会において既に整理されたところ。（リリースされた約定
ΔkWの費用は調整力提供者の特定負担、代替ΔkWの確保主体・費用負担は一般送配電事業者）

◼ このため、「課題①（混雑処理用ΔkW確保）」、「課題②-1（需給調整用ΔkW不足）」および「課題③
（ノンファーム電源の参加）」についての2027年度および2028年度の対応の方向性について検討を行った。

区分 課題 詳細

系統全体 ①混雑処理用ΔkWの確保 ・混雑処理に必要な混雑処理用ΔkWを非混雑系統でどのように確保するか
（論点①）2027年度・2028年度の対応はどうか

②需給調整用ΔkWの不足 ・発動が制限される混雑系統の需給調整用ΔkWを非混雑系統側でどのように
代替するか（②-1）
（論点②-1）2027年度・2028年度の対応はどうか

・発動制限される需給調整用ΔkWをどのような考え方で負担するか（②-2）
※第75回制度検討作業部会で整理済み

リソース単体 ③参加の在り方 ・ノンファーム電源の需給調整市場への参加を認めるか否か
（論点③）2027年度・2028年度の対応はどうか



14（参考） 混雑発生時の代替ΔkWの確保主体および費用負担の在り方

出所）第75回制度検討作業部会（2023年1月27日）資料4をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/075_04_00.pdf

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/075_04_00.pdf


15（課題①）混雑処理用ΔkWの確保について（１／２）

◼ 地内で系統混雑が発生した際には、混雑系統で下げ調整、非混雑系統で上げ調整する、「混雑処理に関する
事象」に対応する調整力（混雑処理用ΔkW）が必要となる。

◼ 混雑系統においては下げ余力を使って対応可能となるが、非混雑系統では、いかに混雑処理用ΔkWを確保するか、
具体的には、計画潮流の運用容量に対する超過量（混雑量）分の混雑処理用ΔkWを非混雑系統において
確保できるかが課題となる。

出所）第32回需給調整市場検討小委員会（2022年9月26日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html


16（課題①）混雑処理用ΔkWの確保について（２／２）

◼ 各エリアの基幹系統における2027年度・2028年度の混雑量を確認したところ、下表のとおりであった。

◼ 現時点の混雑見通しであれば、混雑量すなわち混雑処理用ΔkWの必要量は少なく、非混雑系統内の余力の
範囲で対応可能である※1と考えられる。

エリア 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州

最大
混雑量※2

83
(1.5%)

63
(0.5%)

593
(1.5%)

137
(0.6%)

20
(0.4%)

ー ー
3

(0.1%)
ー

エリア内の
調整電源

5,376 12,305 40,141 22,777 5,053 ー ー 4,553 ー

【2027年度の混雑発生見通し（基幹系統）】 [MW]

エリア 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州

最大
混雑量※2

80
(1.6%)

86
(0.7%)

593
(1.5%)

51
(0.2%)

60
(1.2%)

ー
12

(0.1%)
3

(0.1%)
ー

エリア内の
調整電源

5,124 12,305 40,141 22,777 5,053 ー 8,687 4,553 ー

【2028年度の混雑発生見通し（基幹系統）】

※2 （）内の数値は、最大混雑量/エリア内の調整電源

[MW]

※1 再エネ変動等により想定以上の混雑が発生した場合も、緊急時として追加起動を行うことで対応可能



17（参考）課題①：混雑処理用ΔkWに係る2026年度までの対応

◼ 2026年度の混雑見通しにおいては、混雑処理用ΔkWの必要量は少ないことから、非混雑系統内の余力の範囲
で対応可能となる見通しとなっている。

出所）第34回需給調整市場検討小委員会（2022年12月14日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html


18（参考） 余力活用契約における緊急時の追加起動について

出所）第32回需給調整市場検討小委員会（2022年9月26日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html


19（課題②ー１）需給調整用ΔkWの不足への対応（１／２）

◼ 需給調整用ΔkWはエリア全体で確保しているが、系統混雑が発生した場合、混雑系統で確保した需給調整用
ΔkWが発動できなくなる（発動制限がかかる）ため、非混雑系統で発生する需要・再エネ出力変動・電源脱落に
対応する需給調整用ΔkWが不足する恐れがあることから、非混雑系統でΔkWを代替確保する必要がある。

◼ この点、 混雑系統のΔkWが発動制限されることで、非混雑系統で不足する（必要になる）ΔkWを代替確保
できるかが課題となる。

出所）第32回需給調整市場検討小委員会（2022年9月26日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_32_haifu.html


20（課題②ー１）需給調整用ΔkWの不足への対応（２／２）

◼ 各エリアの基幹系統における2027年度・ 2028年度の発動制限量を確認したところ、下表のとおりであった。

◼ 東北・東京・中部・中国エリアでは、一定の需給調整用ΔkWが発動制限を受けることとなるが、混雑見通しは
軽負荷期での発生であり、軽負荷期においては設備量に対して残余需要が少なく、非混雑系統側の余力は設備
量としては十分にあることから、非混雑系統においてΔkWを代替すること自体は可能と考えられる。

◼ 一方、北海道・北陸エリアについては、エリア内調整電源の大部分が需給調整用ΔkWの発動制限を受けることと
なる。この点、北海道・北陸エリアについて個別確認をしたところ、仮に混雑が発生したとしても、非混雑系統での
余力の追加起動などで対応可能である（需給調整用ΔkWは充足する）見込み。

エリア 北海道 東北 東京 中部 北陸※2 関西 中国 四国 九州

最大
制限量※1

177
(3.3%)

ー
593

(1.5%)
137

(0.6%)
1680
(33%)

ー ー ー ー

エリア内の
調整電源

5,376 ー 40,141 22,777 5,053 ー ー ー ー

【2027年度の発動制限見通し（基幹系統）】

※1 （）内の数値は、最大制限量/エリア内の調整電源

[MW]

エリア 北海道※2 東北 東京 中部 北陸※2 関西 中国 四国 九州

最大
制限量※1

3,933
(77%)

188
(1.5%)

593
(1.5%)

51
(0.2%)

1,720
(34%)

ー
12

(0.1%)
ー ー

エリア内の
調整電源

5,124 12,305 40,141 22,777 5,053 ー 8,687 ー ー

【2028年度の発動制限見通し（基幹系統）】 [MW]

※2 北海道、北陸の値が大きいのは負荷混在の混雑系統内に属する発動制限ΔkWを
全て計上したためであり、全てを非混雑系統で代替確保する必要はない（詳細後述）



21（参考）課題②-1：需給調整用ΔkWに係る2026年度までの対応

◼ エリア内調整電源の最大13%程度の需給調整用ΔkWが発動制限を受けるものの、軽負荷期での発生であること
から、非混雑系統内の余力は設備量として十分にあり、ΔkWを代替すること自体は可能な見通しとなっている。

出所）第34回需給調整市場検討小委員会（2022年12月14日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html


22（参考） 軽負荷期の残余需要と余力について

出所）第34回需給調整市場検討小委員会（2022年12月14日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html


23（参考） 北海道エリアの需給調整用ΔkWの不足への対応について

◼ 北海道エリアについて、系統混雑の発生により、混雑系統内の需給調整用ΔkWである3,933MW（エリア内調整
電源の77%に相当）が発動制限を受ける（発動制限ΔkWの候補となる）こととなる。

◼ 一方、本混雑想定では、非混雑系統と比較して混雑系統側の方が規模が大きく、混雑系統内のΔkWについては
大宗が混雑系統内での需要増加等に対して活用される（混雑設備への影響なく活用可能）と考えられる。

◼ この点、非混雑系統側に融通できないΔkW分のみが、実質的な発動制限ΔkWであり、こちらの不足分については、
非混雑系統内の調整力必要量（500MW程度）と、非混雑系統内の代替余力（700MW程度）の大小関係
を踏まえると、非混雑系統内での余力の追加起動などで対応可能となる見込み。

混
雑
系
統
の

調
整
力
必
要
量

混
雑
系
統
のΔ

k
W

非混雑系統

混雑系統

計画潮流
=

運用容量

非混雑系統に
融通するΔkW

発動制限
ΔkW
(3,933MW)

非
混
雑
系
統
の

調
整
力
必
要
量

非混雑系統内での
余力の追加起動で
代替ΔkW確保可能

最大で3,933MWが発動制限を受ける
（候補となる）が、混雑系統内調整力として活用可能

発動制限により融通不可

非
混
雑
系
統

のΔ
k
W



24（参考） 北陸エリアの需給調整用ΔkWの不足への対応について

◼ 北陸エリアについて、混雑見通しは軽負荷期での発生であるものの、エリア内調整電源の最大34%程度、
1,720MWの需給調整用ΔkWが発動制限を受けることとなる。

◼ この点、混雑が想定される断面において、軽負荷期であり、非混雑系統の調整電源である火力機4機（容量合計
2,000MW程度）は非稼働、もしくは低出力で運転している想定であることから、非混雑系統の余力を活用する
ことで、ΔkW代替確保は対応可能と考えられる。

混雑系統非混雑系統 計画潮流＝運用容量

需給調整用ΔkW
1,720MW

（発動制限）

需給調整用ΔkW
1,720MW

【代替確保イメージ】

非稼働/低出力の火力機
（合計2,000MW程度）を

活用することで対応可能
最大で1,720MWが発動制限されるが、
混雑系統内では調整力として活用可能※

※ 1,720MWすべてを非混雑系統で代替確保する必要はない



25（課題③）ノンファーム電源の需給調整市場への参加の在り方について

◼ 「課題①：混雑処理用ΔkWの確保」「課題②：需給調整用ΔkWの不足への対応」について、混雑想定をもとに
検討したところ、2027年度・2028年度も引き続き、余力の範囲で対応可能である見通しが確認できた。

◼ これを踏まえ、2026年度までの整理を踏襲し、ノンファーム電源の需給調整市場への参加については、基幹系起因
の混雑・ローカル系起因の混雑ともに、商品要件を満たしているのであれば、2027年度・2028年度に関しても可能
と整理することでどうか。

◼ なお、混雑の影響が大きくなる将来においては、現行の対応方法（余力を用いた代替ΔkW確保等）では、対応が
難しくなるとも考えられる。

◼ この点、第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）において、運用容量とフリンジ
の関係性を踏まえ、将来の発動制限ΔkWに対しては、フリンジで対応（ΔkW発動による運用容量超過を許容）
する基本的な考え方ならびに深堀り検討する旨が示されており、引き続き、そちらの検討とも連携をしていく。



26（参考） 2026年度までのノンファーム電源の需給調整市場の参入可否についての議論

出所）第34回需給調整市場検討小委員会（2022年12月14日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2022/2022_jukyuchousei_34_haifu.html


27（参考）将来の系統混雑に伴う発動制限ΔkWへの対応について

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_02_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_unyouyouryousagyoukai_02_haifu.html
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1. 混雑見通しとこれまでの系統混雑発生時の対応について

2. 2027年度・2028年度の系統混雑発生時の対応

3. まとめ
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29まとめ

◼ 2027年度・2028年度においても、系統混雑が発生することも踏まえて、系統混雑時の需給調整市場における
課題と対応を整理した結果、混雑の影響は小さく、各種課題への対応が可能な見通しである。

◼ そのため、基幹系起因の混雑・ローカル系起因ともに、ノンファーム電源の需給調整市場への参加については、商品
要件を満たしているのであれば、2027年度・2028年度までは認めることとしてはどうか。

◼ なお、混雑の影響が大きくなる将来に向けては、現行の対応方法（余力を用いた代替ΔkW確保等）では、対応
が難しくなるとも考えられるため、引き続き、将来の運用容量等の在り方に関する作業会における検討（フリンジで
対応する基本的な考え方ならびに深掘り検討）とも連携していく。

区分 課題 詳細 2027年度・2028年度の対応の方向性

系統
全体

①混雑処理用
ΔkWの確保

・混雑処理に必要な混雑処理用ΔkW
を、非混雑系統でどのように確保するか

・混雑量が少なく、非混雑系統の余力で
対応可能

②需給調整用
ΔkWの不足

・発動制限される混雑系統の需給調整
用ΔkWを、非混雑系統側でどのように
代替するか

・（非混雑系統に融通できない）発動制限
ΔkW量が少なく、非混雑系統でΔkWを
代替すること自体は可能

・発動制限される需給調整用ΔkWを、
どのように取扱うか

・第75回制度検討作業部会で整理済み

リソース
単体

③参加の在り方
・ノンファーム電源の需給調整市場への
参加を認めるか否か

・商品要件を満たしているのであれば、
参加可能


